
第１学年国語科学習指導案

日 時 平成１６年１１月１０日（水） ５校時
学 級 １年４組（男子19名 女子19名 計38名）
場 所 １年４組教室
授業者 教 諭 千 田 博 之

１ 単元名 四 暮らしを見つめる
教材名 文章から課題を見つけよう 課題について調べよう・意見交換会をもとう
作品名 「魚を育てる森」 「『めぐる輪』の中で生きる」

２ 単元について
（１）教材観

本単元では、自分の身の回りの物事を客観的にとらえ、その上で自分はどう考え、どのように対処
していくかを模索することを意図してる。そのために、具体的な問題を科学的・論理的に説明してい
る二つの作品が位置づけられている。この二つの作品は、いずれも人間の暮らしと自然環境との関わ
りを具体的に論じている。ここで提起されているのは、解決された過去の問題ではなく、まさに「今、
現実にある問題」なのである。二つの文章とも平明でわかりやすく、また事実や事例を取り上げ、そ
こから筆者の意見を述べているという形ので文章構成が明確であり、取り上げられている事例もわか
りやすいものなので、科学的・論理的な考え方を学ぶと同時に、自分の生活や行動と自然保護や環境
保護との結びつきを実感としてとらえることができる。「今、現実にある問題」に対して考えを深め、
具体的な解決の方法を探るような新しい視点を身に付けることができる。自分と社会がどのように結
びついているのか、情報を理解するにとどまらず、そこからの発見や疑問を深め、確かめさせたい。
また、文章から課題を選び、それについて調べることは、自分お考えを深める上で大きな意味を持

つ。資料等を調べる中で新たな発見に出会うこともあり、認識を深めたり、考えを改めたりすること
もできる。さらに「環境を守る」という共通テーマについて意見文を書き、それを読み合うことによ
って、自分の考えを深めることが可能になる。
さらに、本単元では書き上げた意見文をもとにした意見交換会の活動も位置づけられている。「環

境を守る」というテーマからは、さまざまな課題が生まれるであろうし、それについて意見交換をす
るということは話し合いの技術の向上を図るだけでなく、目的に沿って、自分の意見をも含めて冷静
にその適合を判断するという客観的な視点を身に付けることにもつながる。つまり、「伝え合う力」
を養う基礎となるものである。

（２）生徒観
説明的な文章については、「二 自然の不思議をさぐる」で学習しているが、まとまりごとに内容

をとらえる程度の学習にとどまり、文章を要約し、要旨をとらえる学習は行っていない。しかし、要
約の学習は小学六年ですでに行っており、本単元の説明文としての学習内容には特別戸惑いは感じら
れないと思われる。また、意見文を書くことについても、小学校で「事実と意見に分けて書く」とい
うこと、１学期に「意見文の作成」も行っているので、これも容易に取り組めるものと思われる。た
だし、意見交換会は学級会程度でしか行っておらず、基本的な話し合いの仕方やルールを理解してい
るにすぎない。だが、本単元では、「話すこと・聞くこと」の技術向上を求めるというよりも、意見
交換によりお互いの考えを深めていく「場」であるということを重点としていきたい。

（３）指導観
「文章から課題を見つける」については、二つの文章を読み、意見と事実を区別してとらえること

と、論理の展開を理解することが、学習の中心となるが、両方の文章に共通するテーマを理解した上
で、筆者の主張への共感を軸にして、課題設定へと進むようにしたい。同時に環境保護・自然保護の
考え方の基本を筆者の主張におくだけでなく、生徒自身がその重要性を身近な生活の中から実感でき
るようにしたい。それを受けて「課題について調べよう」では、図書館やパソコン等に頼ることなく、
ある程度の資料を提示して、情報過多による混乱を避けるよう、指導したい。そして、「意見交換会
を持とう」では、他の人の意見を自分の考えを深める「資料」であるということを強調し、決して話
し合いを一つの方向に導くのではなく、さまざまな意見が出ることが重要であることを認識させなが
ら、指導していきたいと考える。

３ 単元の指導目標
○自然や環境について、自分との関わりを考えながら文章を読み進めようとしたり、自分の課題に沿って
積極的に資料を集め、それをもとに自分の考えをまとめることができる。 《関心・意欲・態度》

○自分の考えを相手に理解してもらえるようにはっきり話したり、話し手の意図を考えならきちんと聞き
取ろうとすることができる。 《話すこと・聞くこと》



○積極的に資料を集め、その中から必要な材料を選び、伝えたい事実と自分の課題及び考えを明確にして
文章にまとめることができる。 《書くこと》

○文章における語句の意味を正確にとらえ、事実と意見などを読み分けて、展開を確かめながら要旨をと
らえることができる。 《読むこと》

○文章中の段落の役割や文と文との接続関係などを考え、事象や行為などを表す多用な語句について理解
を深めることができる。 《言語事項》

４ 単元の指導計画・・・別紙
５ 本時の指導
（１）本時の目標

二つの作品から学んだことをもとに、身近な自然環境や環境保護に関する課題を設定することができ
る。

（２）本時の展開

段 時 学 習 活 動 授業形態 指導上の留意点
階 間

１．前時までの学習内容を確認する。 一斉 １．「魚を育てる森」と「『めぐる輪』の
導 中で生きる」の筆者の訴えをそれぞれ斉
入 ２．本時の学習課題を確認する。 読する。
5
分 一斉

二つの作品から学んだことをもとに自分の課題を見つけよう

３．二作品を学習しての感想発表を聞 個 別 ３．前時までに書かせておいた二作品を学
いてさらに追求できる部分の確認を 習しての感想から、さらに興味を持った
する。 こと・疑問に思ったことについて触れて

展 いるものを発表させる。
４．追求するに足りる課題設定をさせるた

４．課題設定の仕方について教師の説 一 斉 めに設定の形式について説明する。その
明を聞く。 際疑問点等の質問も受ける。

５．筆者の論から、自分の課題を見つ 個別 ５．評価の方法…机間巡視
けて学習プリントに記入する。 プリント 具 体 の 評 価 規 準
また、グループごとに分かれて課 グループ 〈 Ａ 〉 二つの文章の内容と自分

題設定について話し合う。 の感想を参考にしながら、解決への
願いがより強く現れているような課

①自分の調べたい課題は何か。 題を設定している
②どの作品のどの文章から導いたの 〈 Ｂ 〉二つの文章の内容と自分の
か。 感想を参考にしながら課題を設定し

③どうしてその課題を選んだのか。 ている。
〈手立て〉 自分の生活と環境とがつな

開 がる場面・事例を考えさせるために
教科書の文章や教師の雛型を参考に
させて調査可能な課題を設定させて

42 一 斉 いく。
分

６．設定した課題を発表したり、発表 ６．発表を聞く中で、設定した課題の内容
を聞いて、自分の課題と比較して課 に付け加えたり、変えたりしても良いこ
題を決定する。 ととする。

終 ７．振り返りのために本時の感想を書 一 斉 ７．本時の学習を振り返り、次時の意欲に
き、次時への意欲付けとする。 つながるように感想を書かせる。

末 3
分

（３）本時の評価
二つの作品の内容に即して、身近な自然環境や環境保護に関する自分の課題を設定することができたか。



単元四 暮らしを見つめる 全１３時間
評価規準

〔関心・意欲・態度〕

○人間が自然や環境に与える影響について関心をもち、関連する資料を積極的に調べて、自分の考えをまとめようと

している。

〔能力／知識・理解・技能〕

○文章の中の事実と意見、文章の構成や展開をとらえ、文脈に即して、筆者の考えや文章の要旨をとらえている。

（読―イ・ウ・エ・オ 言（１）―ウ）

○自分の課題に沿って必要な資料を集め、相手に理解してもらえるように工夫して文章にまとめている。

（書―ア・ウ・エ 読―カ）

○目的やルールを意識して話し合いに参加し、自分の意見を積極的に発言したり、他の人の発言内容をきちんと受け

止めたりしている。 （話・聞―ア・イ・ウ・エ）

具体の評価規準

学習活動 指導目標

Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる 手だてと支援

この単元のね 環境問題や自然 学習以前に知っている 環境問題や自然保護に関 環境や自然に関する言葉

らいについて 保護に関する情 知識や情報などを積極 する内容を事例を挙げて を連想させ、それがどの

教師の話を聞 報を積極的に発 的に発言したり、どの 発表している。 程度自分たちの身近な問

き、、単元扉 言し、本単元の ようにして情報を得た 題であるかについて関心

１時間 やリード文か 学習内容を理解 かを発表している。 を喚起させる。

ら学習の見通 することができ

しを持つ。 る。

《関心・意欲・

態度》

「魚を育てる 海と森の生物の 海と森の生物の関連や 海と森の生物の関連や腐 筆者の示した疑問点と、

森」前半を読 関連や腐植土の 腐植土の役割について 植土の役割について文章 それを説明した事実とを

み、北海道襟 役割について理 文章の事実だけでな の事実に即して理解して 確かめながら（疑問は青

１時間 裳岬の自然環 解することがで く、自分の生活に関連 いる。 色・事実は赤色の傍線を

境の変化や、 きる。 づけて理解している。 施させるなどしながら）

森と海との関 《読むこと》 読ませる。

連について読

み取る。

「魚を育てる 後半部分の内容 海の食物連鎖や、森林 海の食物連鎖や、森林再 事実と、筆者の意見とを

森」後半を読 について理解 再生の努力と現状につ 生の努力と現状について 確かめながら（事実は赤

み、海の食物 し、全文の要旨 いて自分の生活に関連 理解し、全文を筆者の意 色・意見は黄色の傍線を

連鎖や森林再 をまとめること づけて理解し、全文を 見と、それを支える事実 施させるなどしながら）

生の努力と現 ができる。 環境保護の在り方を示 とに分けて、要旨をまと 読ませ、全体の傍線を確

１時間 状について理 《読むこと》 す部分とそのことに対 めている。 かめさせながら、要旨を

解し、全体の する筆者の意見を落と まとめさせる。

構成や展開を さずに要旨をまとめて

確かめながら いる。

要旨をとらえ

る。



「『めぐる 前半部分を読 前半部分から、筆者の 前半部分から、筆者の考 事実と、筆者の意見とを

輪』の中で生 み、「めぐる 考えや意見と事実とを えや意見と事実とを列挙 確かめながら（事実は赤

１時間 きる」前半を 輪」とは何か、 区別し、「めぐる輪」 し、「めぐる輪」とは何 色・意見は黄色の傍線を

読み、「めぐ という内容を把 とは何か、ということ か、ということを理解す 施させるなどしながら）

る輪」の内容 握することがで を理解している。 している。 読ませる。

をとらえる。 きる。

《読むこと》

「『めぐる 後半部分を読 後半部分から、日本各 後半部分から、日本各地 最終段落での筆者の訴え

輪』の中で生 み、日本各地の 地の例の内容を理解 の例の内容を理解し、最 から、自分の身の回りで

きる」後半を 例を把握した し、自分の身近な生活 終段落の内容を中心に要 も環境に対する取り組み

読み、地域規 り、最終段落を に関連づけた取り組み 旨をまとめている。 が行われていないかを考

１時間 模での「めぐ もとに全文の要 を挙げることができ えさせる。

る輪」の取り 旨をまとめるこ る。また、要旨をまと

組みをとら とができる。 める段階では筆者の言

え、構成や展 《読むこと》 葉を受け止め、自分の

開を確かめな 生活を見直すような感

がら要旨をと 想も付け加えている。

らえる。

２つの作品で学 ２つの作品の意 教科書以外の環境問題 ２つの作品の筆者の意見 自分の生活と環境につな

習したことをも 見を参考にし を扱った文章について や、要旨を参考にして課 がる場面・事例を考えさ

１時間 とに、自然保護 て、課題を設定 も取材し、課題設定し 題を設定している。 せる中で、追求可能な課

(本時) や環境保護に関 することができ ている。 題を設定させる。

する自分の課題 る。

を見つける。 《読むこと》

教科書を読ん 調べる方法や意 以前に学習した２作品 教科書やワークを参考に 資料については教師が提

で、自分の課題 見文の様式につ やそれ以前の説明文教 して意見文の様式を理解 示したものの中から選ば

に沿って資料を いて理解し、書 材にまで取材をし、意 し、書き上げるための適 せるようにして、調べる

0.5時 探したり、調べ き上げるまでの 見文の様式を考えたり 切な時間配分を構想して 間を短く設定できるよう

間 たことをもとに 時間配分を考え し、書き上げるための いる。 にする。

意見文を書き上 ることができ 適切な時間配分を構想

げるまでの流れ る。 している。

を確認する。 《関心・意欲・

態度》

自分の課題に沿 教師が提示した 教師が提示した資料だ 教師が提示した資料を使 教師が提示した資料を必

って、資料やイ 資料やインター けでなく、持参したも ったり、インターネット 要に応じて選ばせる。あ

ンターネットな ネットＷｅｂサ のなどを広く取材し Ｗｅｂサイトで取材し るいは一緒に選ぶ。

どから情報を集 イトを使って資 て、資料を集めてい て、資料を集めている。

1.5時 める。 料を集め、自分 る。

間 の意見文の参考

にすることがで

きる。

《書くこと》



集めた情報を整 調べてわかった 調べてわかった事実と 調べてわかった事実と自 自分の意見を支える事実

理し、事実と意 事実と自分の意 自分の意見とを区別 分の意見とを区別して意 をきちんと挙げながら意

２時間 見を区別して意 見とを区別して し、文章構成を工夫し 見文を書いている。 見文を書くよう指導す

見文にまとめ 意見文を書くこ ながら意見文を書いて る。

る。 とができる。 いる。

《書くこと》

教科書を読ん 意見交換会の目 意見交換会の流れを理 教科書や教師の説明によ 発表・発言の仕方や聞き

で、意見文をも 的や方法を理解 解して、積極的に役割 って意見交換会の方法を 取る時の注意をさらに行

とにグループで し、話し合いの 分担を行って話し合い 理解し、話し合いの流れ い、話し合いに参加して

0.5時 の話し合いを行 基本について理 を進めていこうと考え に沿って進めていこうと いこうとする意欲を喚起

間 うための話し合 解することがで ている。 考えている。 させる。

いの基本や話し きる。

合いの流れを確 《関心・意欲・

認する。 態度》

選んだ課題ごと 事実の扱い方、 話し合いの意義を理解 事実の扱い方、意見の組 発言の中の主張の部分

にグループを作 意見の組み立て し、事実の扱い方、意 み立て方に留意して発言 が、どのような事実によ

1.5時 り、司会者・記 方に留意して発 見の組み立て方に留意 をしている。 って支えられているのか

間 録係などの役割 言することがで して発言をしている。 ということを教師が確認

を決めて、話し きる。 しながら発言させる。

合いを持つ。 《話すこと・聞

くこと》

グループで話し 話し合いの中で 話し合いの結論、それ 話し合いの中で出された 手元のメモを教師がコピ

合った内容を全 出された意見 に至る過程など、ポイ 意見を大まかにグループ ーして他の生徒に配布

体に報告し、意 が、どのように ントを示しながら報告 分けし、どのように話し し、ポイントとなる点を

見交換を通して 展開されたのか している。 合いが展開されたのかを 挙げさせながら報告させ

自分の考えを深 を報告すること 報告している。 る。

１時間 める。 ができる。

《話すこと・聞

くこと》 自分とは異なる立場か メモをもとに疑問に思っ 話し合いの中で、気にな

話し合いの報告 らの報告に対して、ど たことを質問している。 る言葉をメモさせ、その

を聞いてメモを のような違いがあるか 中で、聞いてみたいこと

し、疑問点等を ということを詳しく知 があったら、質問の時間

質問することが るための質問をしてい を設ける。

できる。 る。

《話すこと・聞

くこと》




